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第11回 伊方町卓球大会  開催

　3月13日（日）、伊方スポーツセンターにおいて、
第11回伊方町卓球大会が開催されました。
　※大会結果は7ページ
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もうすぐ一年生もうすぐ一年生ピッカ
ピカ

伊方
小学校

24名

水ヶ浦
小学校

２名

行 天 　 遼
りょう

小 松 　 昊
そら

阪 本 優 菜
ゆう な

岡 田 龍 世
りゅうせい

岡 田 玲 花
れい か

岡 元 利 穏
りお ん

梶 谷 弦 志
げん じ

朝 井 結 豊
ゆう と

井 関 悠 仁
はる と

市 川 小 春
こは る

居 村 風 我
ふう が

篠 澤 　 愛

篠 澤 心 春
こは る

竹 内 星 那
せい な

田 中 芽 咲
めい さ

西 村 羽 詩
う た

藤 久 慶 多
けい た

平 家 沙 奈
さ な

山 口 悠 斗
ゆう と

櫻 谷 伊 織
いお りあい

魚 海 幸 恵
ゆき え

中 田 湧 大
ゆうだい

松 本 大 輝
だい き

大 黒 龍 惺
りゅうせい

米 田 芽 依
め い

山 下 康 太
こう た
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河野明香里
あ か り

山岡美莉亜
み り あ

宮 本 　 葵
あおい

髙 岳 美 姫
み き

高 野 哲 汰
てつ た

井 上 叶 夢
かな む

山岡琉稀也
る き や

竹 上 夢 唯
ゆ い

大 澤 姫 乃
ひめ の

中 村 太 一
たい ち

神山瑠希也
る き や

亀 井 優 衣
ゆ い

平 家 歓 祐
かん た

宍 戸 心 花
この か

佐々木瑞姫
みず き

佐々木優香
ゆう か

島 津 心 春
こは る

松 澤 佳 音村 上 綾 菜
あや な か の ん

山 本 み ら

濱 本 我 空
が く

溜 池 祐 昌
ひろまさ

中 村 媛 華
ひめ か

山 下 昂 哉
こう や

山 崎 愛 莉
あい り

濱 田 梨 愛
り あ

髙 藤 颯 心
そう し

木 村 一 太
いち た

三机
小学校

10名

大久
小学校

２名

三崎
小学校

４名

九町
小学校

12名

　平成28年度の町内小学校に入学する新一年生は、
6校で54名（予定）です。
　元気に通学する新一年生を、地域全体で温かく見
守っていきましょう。
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平成２8年　新春俳句大会　～伊方町俳句連合会～
中央公民館

　

３
月
２
日
（
水
）、
町
見
公
民
館
で

「
子
供
会
学
習
会
」「
中
学
生
交
流
学

習
会
」
の
合
同
閉
講
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
集
会
所
事
業
の
一

環
で
行
わ
れ
、
子
供
会
学
習
会
で
は
、

九
町
小
学
校
児
童
34
名
が
参
加
し
て

13
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
国
語
・
算

数
の
ド
リ
ル
帳
を
使
っ
て
の
学
習
の

他
、
人
権
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
や
文
集

作
り
、
夏
休
み
に
は
体
験
活
動
と
し

て
今
治
タ
オ
ル
美
術
館
を
見
学
、

冬
休
み
に
は
門
松
作
り
や
書
き
初
め

教
室
、
ス
ケ
ー
ト
体
験
も
実
施
し
ま

し
た
。

　

中
学
生
交
流
学
習
会
で
は
、
伊
方

中
学
校
生
徒
32
名
が
参
加
し
て
19
回

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
国
語
・
数
学
・

社
会
・
理
科
・
英
語
を
中
心
と
す
る

教
科
学
習
の
他
、
夏
休
み
に
は
新
川

会
館
と
の
交
流
学
習
、
人
権
作
文
や

進
路
学
習
、
星
空
観
察
や
年
賀
状
・

書
き
初
め
、
向
婦
人
学
級
と
の
交
流

調
理
実
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

子
供
会
学
習
会
で
は
、
皆
勤
賞
10

名
、
精
勤
賞
17
名
の
児
童
が
、
中
学

生
交
流
学
習
会
で
は
、
皆
勤
賞
１
名
、

精
勤
賞
８
名
の
生
徒
が
受
賞
し
ま
し

た
。児
童
・
生
徒
代
表
作
文
発
表
で
は
、

小
学
生
か
ら
は
「
ス
ケ
ー
ト
の
思
い

出
や
、
み
ん
な
と
仲
良
く
国
語
や
算

数
の
勉
強
が
で
き
た
こ
と
が
良
か
っ

た
。」
中
学
生
か
ら
は
「
９
年
間
の
学

習
会
で
、
勉
強
を
す
る
楽
し
さ
や
他

の
学
年
と
の
交
流
を
深
め
ら
れ
、
ま

た
婦
人
学
級
の
方
々
と
の
交
流
も
図

れ
、と
て
も
楽
し
い
学
習
会
だ
っ
た
。」

と
の
感
想
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
こ
の
事
業
を
通
し
て
、
子

供
た
ち
が
成
長
し
て
い
っ
て
欲
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
14
日
（
月
）、
第
28
回
伊

方
町
新
春
俳
句
大
会
が
、
伊
方
町

俳
句
連
合
会
主
催
に
よ
り
中
央
公

民
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。町
内
の
俳
句
会
の
会
員
か
ら
、

全
部
で
84
点
の
投
句
が
あ
り
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
講
師
選
者
５
名
と
出

席
者
全
員
で
選
句
を
行
い
、
選
句

さ
れ
た
句
を
詠
み
上
げ
集
計
し
た

結
果
、
僅
差
で
は
あ
り
ま
し
た
が

見
事
賞
に
輝
い
た
の
は
、
次
の

方
々
で
す
。

　

ま
た
来
年
は
、
よ
り
多
く
の
投

句
を
よ
り
多
く
の
人
に
よ
っ
て
伊

方
の
町
に
文
化
の
火
が
灯
り
続
け

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

町
　

長
　

賞

教
育
長
賞

議
　

長
　

賞

館
　

長
　

賞

会
　

長
　

賞

前
会
長
賞

町
　

長
　

賞

教
育
長
賞

議
　

長
　

賞

館
　

長
　

賞

会
　

長
　

賞

前
会
長
賞

子供会学習会・中学生交流学習会　合同閉講式
町見公 民 館

鍬
始
め
大
地
の
鼓
動
手
に
伝
う
　
　
　
岩
見
　
愛
子

雪
遊
び
駆
け
て
は
戻
る
母
の
膝
　
　
　
木
戸
　
悦
子

穏
や
か
な
海
に
感
謝
の
別
府
行
き
　
　
山
嵜
　
美
喜

葉
牡
丹
の
渦
の
中
に
も
鬼
の
豆
　
　
　
二
宮
壽
賀
子

伝
説
の
大
池
に
群
る
百
合
鴎
　
　
　
　
長
谷
美
久
仁

啓
蟄
や
浜
に
釣
人
凪
の
海
　
　
　
　
　
井
上
　
良
枝
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平成２8年度　公民館開催の講座・教室ご案内
（中央公民館）
教室・講座名 学　習　内　容 実施日時 実 施 時 間 対　象　者 定 員

婦人学級※ 住みよいふる里・明るい家庭づくりのため、楽し
く学びながら友達の輪を広げる学級です。 年４回 13：30～15：30 概ね６０歳までの

成人女性 40人 16人

紅梅学級※ 自分たちの為の学習メニューを立て、心豊かな人
生を送るため、楽しく学べる学級です。 年４回 13：30～15：30 概ね５０歳以上の

成人女性 20人 13人

平成大学※ 大正・昭和の青年が交流を深め、健康で生きがい
のある生活を送るための大学を開催します。 年４回 13：30～15：30 ６５歳以上の

高齢者 制限なし 100人

趣味講座 日常生活を通じて、簡単な礼儀作法等を楽しく学
ぼう。 随時募集 19：00～20：30 一般成人 15人 10人

陶芸教室 心静かに造るもよし、お喋りしながら作るもよし、
世界に一つだけのあなたの作品を作ってみませんか。 月２回 10：00～12：00

13：00～15：00 制限なし 40人 33人

中央教室
（随時募集）

『いかたおえかきひろば』に加え、時季に応じて親子
・男性の料理教室や子ども俳句・もちつきなどetc

※　表中の※印の教室・講座は、ほかの地域からの参加はできません。

通　年
（詳細未定）

未　定 制限なし － －

（参考）H27
受講生数

（町見公民館）
教室・講座名 学　習　内　容 実施日時 実 施 時 間 対　象　者 定 員

町見老人大学※ 「美しく老いる」「生き生きと健康に暮らす」「趣味のある老後をめざす」
「地域社会のエキスパートとなる」をキーワードに大学を開催します。

年５回
程　度 10：00～12：00 ６５歳以上の

高齢者 制限なし 60人

男の料理教室※ 季節の食材を使った「料理教室」を開催することで、食への
関心を深め健康的で明るい家庭・地域づくりを目指します。

年４回
程　度 18：30～21：00 成人男性 20人 9人

コッコスクール※ 「育児は育自」の言葉が示すように女性の自分自身の生き方にも目を向ける機会を提供します。
年４回
程　度 10：00～12：00 子育て中の女性

制限なし

15人 6人

趣味講座 地域の方々に広く学習の場と機会を提供します。今年度は、
絵手紙教室、習字教室、親子茶道教室を予定しています。

各教室
年２回 13：30～15：30 各15人 8人

絵手紙教室 絵手紙グループ「のじぎく」の会員さんと一緒に、
楽しく季節の花や果物・野菜等を描いてみませんか。

年１回
（12月） 9：30～11：30 児童・一般 制限なし 10人

書き初め教室 新年の心構えや抱負などを書いてみませんか。

※　表中の※印の教室・講座は、ほかの地域からの参加はできません。

※瀬戸公民館、三崎公民館は一部の掲載です。
　このほかにも多種多様な教室・講座を実施していますのでくわしくは各公民館のちらしをご確認ください。
※材料費は、各公民館とも実費です。受講料は、各公民館ごとに異なりますのでお問い合わせ下さい。
※詳細につきましては、各公民館までご連絡をお願いします。
　中央公民館（電話38－1020）・町見公民館（39－0212）・瀬戸公民館（57－2111）・三崎公民館（54－1114）

年１回
（1月） 9：30～11：30 児童・一般 制限なし 25人

ふるさと
再発見教室

町見地域の歴史や文化・伝承行事など、地域の良さや
魅力を再発見したり、地域の課題について学習を行う。

年５回程度
（５月～２月） ２時間程度 制限なし 30人 －

（参考）H27
受講生数

（瀬戸公民館）
教室・講座名 学　習　内　容 実施日時 実 施 時 間 対　象　者 定 員

子どもふれあい
教室

野外活動、書き初め、スキー教室など楽しく
学びましょう。

年３回
程　度 土・日 児童・生徒 制限なし 75人

男性料理教室 料理を基本から学び、健康で楽しい食生活を
目指しましょう。 月１回 17：00～19：00 一般男性 制限なし 10人

フラダンス教室 体を動かしながら、楽しく健康づくりをしてみま
せんか。

月2回
（第1･3月曜日）

19：00～20：00 一般女性 制限なし 7人

（参考）H27
受講生数

（三崎公民館）
教室・講座名 学　習　内　容 実施日時 実 施 時 間 対　象　者 定 員

女性講座 趣味づくりや健康づくりなどで楽しく色んなこと
を学びましょう。

年７回
程　度 13：30～15：30 成人女性 制限なし 27人

－

9人

男の腕まくり
教室

調理実習を通して健康的な食生活について学び、
相互の親睦を深めます。

年５回
程　度 18：00～20：00 成人男性 制限なし

パソコン広場
スマイル

より豊かな日常生活を送るための一助として、
パソコンやインターネットを楽しく学びましょう。 通　年 13：00～16：00 一般成人 制限なし

（参考）H27
受講生数
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伊
方
町
生
涯
学
習
推
進
大
会
を
開
催

活
気
あ
る
地
域
づ
く
り
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

伊
方
町
生
涯
学
習
推
進
大
会
を
開
催

活
気
あ
る
地
域
づ
く
り
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

功労者表彰受賞者のみなさん

山下町長から賞状と盾が贈られました

山田亮先生の講演

体育功労者表彰（個人）
種　　目 氏　　名

平　家　照　都

山　岡　大　駕

大　橋　周　平

新　見　　　陸

吉　森　　　俊

重　本　海　我

髙　野　羽　以

林　　　優花子

松　岡　慎之介

山　口　慧　士

林　　　謙太郎

是　澤　　　新

山　口　直　人

湊　浦

二　見

九　町

塩　成

与　侈

三　崎

二　見

中　浦

湊　浦

湊　浦

九　町

二　見

大　浜

【最優秀】2015年第48回少林寺拳法愛媛県大会　組演武

【最優秀】2015年第48回少林寺拳法愛媛県大会　組演武

【出場】2015年少林寺拳法全国大会in KYOTO

【出場】第62回四国卓球選手権大会（カデット以下の部）

【ﾍﾞｽﾄ16】第68回四国高等学校卓球選手権大会

【ﾍﾞｽﾄ16】第69回四国高等学校卓球選手権大会

【優勝】第31回全国小学生陸上競技交流大会最終選考会　100m女子

【出場】第9回世界ユース陸上競技選手権大会　競歩

【出場】第66回男子全国高校駅伝

【優勝】愛媛県高等学校新人大会　八種

【出場】第62回全国高等学校レスリング選手権大会（50kg級）

【優勝】愛媛県高等学校新人大会（74kg級）

【３位】全日本学生レスリング選手権大会 125kg級(ﾌﾘｰ) 130kg級(ｸﾞﾚｺﾛｰﾏﾝ)

出　身

氏　　名

中　田　美　優

林　　　孝　輔

宇都宮　　　純

小　島

九　町

河　内

出　身

主　　な　　結　　果

少 林 寺 拳 法

卓 球

陸 上 競 技

レ ス リ ン グ

体育功労者表彰（団体）
種　　目 団　体　名

伊方スポーツ少年団

小中浦若葉ペタンククラブ 渡邉チーム

【ﾍﾞｽﾄ16】第17回西日本小学生ソフトボール大会

【優勝】愛媛県トリプレット選手権第6回松山市長杯争奪ペタンク大会

主　　な　　結　　果

ソフトボール

ペ タ ン ク

文化功労者表彰（個人）
種　　目

【出場】第12回四国地区高等学校文化連盟将棋選手権大会 

【出場】第10回高校生ロボットアメリカンフットボール全国大会　※H27.2

【出場】第10回高校生ロボットアメリカンフットボール全国大会　※H27.2

主　　な　　結　　果

将 棋

ロボット競技

　

２
月
28

日
（
日
）、
伊
方
町

民
会
館
４
階
大
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、「
活
気
あ
る
地
域
づ
く
り
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
」
を
テ
ー
マ
に
生
涯
学
習
推

進
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
町
内
の
生
涯
学
習

関
係
団
体
な
ど
町
民
お
よ
そ
２

０
０
名
の
参
加
で
、
体
育
・
文

化
功
労
者
の
表
彰
、
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

　

体
育
・
文
化
功
労
者
表
彰
で

は
、
27

年
中
に
各
分
野
で
優
秀

な
成
績
を
お
さ
め
た
個
人
（
16

名
）・
団
体
（
２
団
体
）
に
賞

状
と
盾
を
贈
り
功
績
を
称
え
ま

し
た
。

　

講
演
で
は
、
家
族
や
家
事
の

在
り
方
を
考
え
る
「
家
事

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
」
と
し
て
活

動
さ
れ
て
い
る
、
山
田
亮
先
生

を
お
招
き
し
「
き
っ
と
毎
日
が

楽
し
く
な
る
！
心
地
い
い
家
族

の
カ
タ
チ
」
と
題
し
て
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

男
性
が
、
家
事
や
子
育
て
に

ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
け
ば

い
い
の
か
、
そ
の
こ
と
が
自
分

の
人
生
に
ど
う
関
係
し
て
く
る

の
か
、
男
女
共
同
参
画
、
子
育

て
、
楽
家
事
に
つ
い
て
、
楽
し

く
分
か
り
や
す
い
講
演
で
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
ま
で

の
生
活
を
見
直
す
良
い
機
会
と

な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
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第
11
回
伊
方
町
卓
球
大
会　

開
催

第
11
回
伊
方
町
卓
球
大
会　

開
催

第
11
回
伊
方
町
卓
球
大
会　

開
催

　

３
月
13
日
（
日
）、
伊
方
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
11
回
伊
方
町
卓
球

大
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
２
５
０

人
近
く
の
幅
広
い
年
齢
層
の
卓
球
愛
好
者

が
参
加
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
卓
球
を
通
じ
て
交
流
の

輪
を
広
げ
、
健
康
な
心
と
身
体
を
作
る
こ

と
を
目
的
に
伊
方
町
体
育
協
会
の
卓
球
部

が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

選
手
た
ち
は
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

随
所
に
発
揮
し
、
多
く
の
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

〝
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
交
換
〞
照
度
が
約
２
倍
に

伊
方
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
が
完
成

伊
方
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
が
完
成

伊
方
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
が
完
成

　

昨
年
９
月
か
ら
行
っ
て
い
た
「
伊
方
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
」
が
３
月
10

日
に
完
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
改
修
は
、
老
朽
化
が
目
立
つ
ア

リ
ー
ナ
を
中
心
に
行
っ
た
も
の
で
、
ア

リ
ー
ナ
照
明
器
具
88
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
ア

リ
ー
ナ
床
研
磨
、
ト
イ
レ
便
器
の
洋
式
化

等
、
総
事
業
費
は
６
１
２
２
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
事
業
は
「
電
源
立
地
地
域

対
策
交
付
金
」
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

種目別優勝者・優勝チーム

とても明るくなりました

種　目

シングルス

シングルス

ダブルス
一　般

中学生

中学１年
以下

中学2年

団　体

ミックスダブルス

男 子

女 子

男 子

女 子

男 子

女 子

男 子

女 子

男 子

女 子

氏　　名　（所　属）

竹　　　岡（久次米会）

武　　　智（結）

竹岡・鶴身（久次米会）

山地・片上（フォーネット）

竹中・片上（わいわいクラブ・フォーネット）

長　谷　川（さくらエリートアカデミー）

大　　　森（ＯＭＡクラブ）

西　　　田（さくらエリートアカデミー）

山　　　中（八西会ジュニア）

城　　　北　　　中　　　学　　　校

城　　　北　　　中　　　学　　　校

お問い合わせは、伊方スポーツセンター　電話38-1100または38-0776へ

伊方スポーツセンターは皆様の健康づくりを全力で応援します。
さあ、楽しい時間を仲間とともに!!

伊方スポーツセンターでは、新年度のフィットネススクールを開講いたします。
今年度のコースは下記の６コースとなっております。皆様のご応募をお待ちいたしております。　

フィットネススクール受講生募集のお知らせフィットネススクール受講生募集のお知らせ

教　室　名 対　象

一般成人男女
（初級）

一般成人男女
（初・中級）

5才～15才
までの児童・生徒

５才～の
児童・生徒

一般成人男女
（初心者）

一般成人男女

定　員

15名

回　数

全12期
（４回／１期）

全6期
（４回／１期）

全12期
（４回／１期）

全12期
（４回／１期）

全6期
（４回／１期）

受講料

2,000円

時　間 備　考

19：00～
　20：20

15名 2,000円／ 1期
700円／ 1回

500円／ 1回

19：30～
　20：20

初級：10名 3,200円 16：30～
　17：20

①初級：30名
②中級：10名
③上級：10名

3,200円 ①16：30～17：20
②17：30～18：20

10名

10名 １回／月
第２水曜

2,000円／ 1期

19：00～
　19：50

14：30～
　15：20

トレーニング教室（水曜日）

リラックスYOGA（火曜日）

ジュニアスイミング教室（水曜日）

ジュニアスイミング教室（木曜日）

楽ラクロール（木曜日）

大人の水泳（水曜日）

施設無料
使用特典あり

施設無料
使用特典あり

施設無料
使用特典あり

施設無料
使用特典あり

施設無料
使用特典あり
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●開館日時
●休　館　日

●貸　　出

●返　　却

●そ　の　他

●おねがい

火曜日～日曜日　午前９時３０分～午後６時
毎週月曜日（月曜日が祝日のときはその翌日も）
祝日、月末図書整理日、年末年始、蔵書点検日　　
・貸出数　　図書・雑誌・・・５冊（２１日間）、ＣＤ ・ＤＶＤ・・・２点（８日間）
・貸出延期　貸出期間を７日間延期することができます。次の方の予約が入っている場合は、
　延期できません。
開館中は図書館カウンターまでお持ちください。 　
・閉館後または休館日 　　　
　生涯学習センター１階入口の返却ポストをご利用ください。 　　　
　ただし、ＣＤ・ＤＶＤは破損する恐れがありますので、直接カウンターまでお持ちください。 　　
　　瀬戸町民センターおよび三崎公民館で図書と雑誌の返却ができます。 　　　　　
　　ＣＤ・ＤＶＤの返却はできません。図書館カウンターまでお持ちください。
　　受付期間・・・毎週月曜日～金曜日　（８：３０　～１７：００）　
・予約
　借りたい資料が貸出中のときは、予約ができます。申込用紙に記入し、カウンターへお持ちください。
　館内検索機、図書館ホームページからも予約ができます。
・リクエスト 　　
　読みたい本が図書館にないときは、リクエストすることができます。 申込用紙に必要事項を記入し、受付
　箱に入れてください。（ＣＤ・ＤＶＤ・雑誌・漫画は対象外） 受付結果は後日ご連絡します。 
・相互貸借
　他の図書館にある図書を借り受け、当館から貸し出すことができます。（借り受け先によって送料を負担
　していただく場合があります。）詳しくは図書館までお問い合わせください。
館内は禁煙・飲食禁止です。携帯電話の使用や写真撮影、私語などは、周りの方の迷惑になりますのでご遠
慮ください。

4月 図書館カレンダー
2016年・第58回
　　　　　こどもの読書週間
　「四角い本に まあるい心」

2016年・第58回
　　　　　こどもの読書週間
　「四角い本に まあるい心」

2016年・第58回
　　　　　こどもの読書週間
　「四角い本に まあるい心」
４月２３日（土）～５月１２日（木）
期間中、子ども向け企画展示を行います。
皆さんぜひ図書館にお越しください。

図書館へ行こう！本を読もう！（利用案内）図書館へ行こう！本を読もう！（利用案内）

日 月

…おはなし会 …休館日

火 水 木 金 土

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

1

8

15

22

3029

図書館の蔵書は下記の図書館ホームページから検索・予約ができます。　http://www.town.ikata.ehime.jp/site/tosyokan/

郷土資料の寄贈をお願いします郷土資料の寄贈をお願いします
ご自宅に眠っている郷土資料はありませんか？図書
館では、郷土資料を収集・保存しています。伊方町
について書かれた本、町在住者（出身者）が書い
た本、行政資料、地域や学校で発行した文集や会
報など、伊方町に関する資料がありましたら、図書
館へ寄贈をお願いします。

日　時 ： ９日（土）・２３日（土）　
　　　　　　午後１時３０分～
場　所 ： 図書館　おはなしコーナー
対　象 ： どなたでも参加できます♪　
絵本や紙芝居など、たのしいおはなしを
聞かせてくれるよ。みんな、きてね！

～ 4月のおはなし会 ～

お問い合わせ　　伊方町立図書館（伊方町生涯学習センター２階） ＴＥＬ（０８９４）３８－０６０７
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◆ 今月のきょうどかん ◆

佐田岬半島の自然
スライド上映会
佐田岬半島の自然
スライド上映会

文書整理どんどん進む！文書整理どんどん進む！文書整理どんどん進む！
愛大法文学部今年も大活躍！

2016年 4月
日 月

＝休館日

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ・Ｆ
Ａ
Ｘ
39
ー

０
２
４
１

 

（
不
在
の
場
合
）38
ー

２
６
６
１ 

生
涯
学
習
室

■
開
館
時
間　

９
:
30
〜
16
:
30

■
休　
　

館　

月
曜
日
ほ
か

火 水 木 金 土

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

1

8

15

22

29 30

131

2月22日、今年度も愛媛大学法文学部胡
教授率いる一行９名が、調査で来館。三
崎金胎寺資料や旧町見村文書など、わず
か一日で130点超の文書整理が完了！中に
は驚きの文書の発見も…今後の成果発表
にご期待ください！この積み重ねで地域の
歴史が豊かになっていきます。

＝夜スライド上映

（第106回）

　

九
町
地
区
に
は
「
得
能
主

膳
ゆ
か
り
の
地
」
と
名
付
け

ら
れ
た
伊
方
町
指
定
の
史
跡

が
三
ヶ
所
あ
り
ま
す
。

　

得
能
主
膳
は
、
河
野
氏
の

支
族
で
あ
る
得
能
氏
の
一
族

で
、『
宇
和
郡
記
』
に
「
九

町
浦
地
主
」、『
宇
和
旧
記
』

に
九
町
長
崎
城
の
「
城
主
」

と
記
さ
れ
た
戦
国
期
の
在
地

領
主
で
す
。

　

ゆ
か
り
の
地

は
、
主
膳
に
ま

つ
わ
る
伝
説
や

言
い
伝
え
が
残

る
場
所
で
、
主

膳
の
所
持
品
が

埋
ま
っ
て
い
る

と
伝
え
ら
れ
る

「
沖
の
城
」、
墓

碑
だ
と
伝
え
ら

れ
て
き
た
「
梵

田
」
の
ほ
か
、

得
能
主
膳
を
祭

神
と
す
る
「
得
能
森
（
得
能

神
社
）」
が
あ
り
ま
す
。

　

得
能
神
社
で
は
、
得
能
主

膳
の
子
孫
と
さ
れ
、
昔
か
ら

一
三
戸
か
ら
増
え
な
い
と
伝

え
ら
れ
た
「
得
能
森
組
」
の

人
々
が
、
世
話
を
し
て
い
ま

す
。
現
在
も
毎
月
旧
暦
の
一

三
日
に
「
お
こ
も
り
」
と
し

て
神
社
に
集
ま
り
、
お
参
り

し
た
後
、
料
理
な
ど
を
持
ち

寄
っ
て
楽
し
く
語
ら
い
、
お

互
い
の
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。
と
く
に
旧
暦
五
月
一
三

日
と
旧
九
月
一
三
日
は
幟
や

幕
を
出
し
て
大
き
な
お
祭
り

を
お
こ
な
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
過
去
に
は
、
こ
こ
で
結

婚
式
を
お
こ
な
っ
た
子
孫
の

方
も
い
た
そ
う
で
、
ま
さ
に

こ
の
鎮
守
の
森
が
一
族
の
紐

帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き

た
人
の
つ
な
が
り
と
伝
承
、

大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

ご
協
力
・
得
能
森
組
の
み
な

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

得
能
森

4月27日（水）19時～
今月のテーマ

「お目覚め！元気印の昆虫たち」
※入場無料・お気軽にお越しください。

戦前戦後の御殿雛展示中！（4月末まで）
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「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

　

私
は
、
登
校
す
る
時
に
出
会
う
人

た
ち
に
積
極
的
に
あ
い
さ
つ
を
す
る

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
そ
の
理

由
は
、
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
を
楽

し
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら

で
す
。
は
じ
め
は
、
見
知
ら
ぬ
人
に

あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
に
少
し
恥
ず

か
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
地
域
の
方
々
は
、
い
つ
も
笑
顔

で
あ
い
さ
つ
を
返
し
て
く
れ
る
の

で
、私
の
心
は
温
か
く
な
り
ま
し
た
。

人
と
人
が
つ
な
が
る
き
っ
か
け
に
な

る
「
あ
い
さ
つ
」
を
も
っ
と
し
た
い

と
思
う
と
同
時
に
、
楽
し
い
と
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
集
会
の
準
備
で
い
つ
も

よ
り
早
い
時
間
帯
に
一
人
で
学
校
に

行
っ
て
い
る
と
、
遠
く
に
人
影
が
見

え
ま
し
た
。
私
は
、
あ
い
さ
つ
を
す

る
こ
と
は
好
き
で
す
が
、そ
の
時
は
、

一
人
で
登
校
し
て
い
た
の
で
少
し
緊

張
し
ま
し
た
。「
あ
い
さ
つ
を
し
た

ら
気
持
ち
よ
く
な
れ
る
か
ら
、
声
を

か
け
よ
う
。」
と
自
分
に
言
い
聞
か

せ
な
が
ら
人
影
に
近
づ
い
て
い
き
ま

し
た
。
近
づ
い
て
み
る
と
、
そ
こ
に

い
た
の
は
、
見
知
ら
ぬ
お
ば
あ
さ
ん

で
し
た
。
私
は
、
勇
気
を
出
し
て

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
声
を
か
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
相

手
か
ら
の
返
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
お
ば
あ
さ
ん

は
こ
ち
ら
に
目
も
向
け
ず
畑
仕
事
を

続
け
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
日
、
と
て
も
悲
し
い
気

持
ち
で
過
ご
し
ま
し
た
。
あ
い
さ
つ

を
互
い
に
交
わ
す
と
良
い
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。し
か
し
、返
事
が
な
か
っ

た
た
め
に
悲
し
い
気
持
ち
に
な
っ
て

そ
の
日
一
日
を
明
る
く
ス
タ
ー
ト
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
、
こ
の
で
き
ご
と
の
直
後
「
も

う
、
こ
ん
な
嫌
な
思
い
は
し
た
く
な

い
。
こ
れ
か
ら
は
、
あ
の
お
ば
あ
さ

ん
に
は
あ
い
さ
つ
を
し
な
い
よ
う
に

し
よ
う
。」
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の

体
験
は
、
後
で
自
分
の
考
え
の
間
違

い
に
気
付
く
重
要
な
で
き
ご
と
と
な

り
ま
し
た
。　

　

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
経
っ
た
あ
る

日
、
私
は
友
人
と
一
緒
に
登
校
し
て

い
ま
し
た
。
二
人
で
出
会
う
人
に
あ

い
さ
つ
を
し
て
い
る
と
、
ま
た
遠
く

で
人
影
が
見
え
ま
し
た
。
私
は
、
そ

の
人
影
の
見
え
る
場
所
が
先
日
あ
い

さ
つ
を
返
し
て
く
れ
な
か
っ
た
お
ば

あ
さ
ん
と
出
会
っ
た
場
所
だ
っ
た
の

で
、
そ
こ
に
い
る
人
が
あ
の
お
ば
あ

さ
ん
だ
と
す
ぐ
に
分
か
り
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
私
は
友
人
に

「
あ
の
人
は
、
あ
い
さ
つ
を
し
て
も

返
し
て
く
れ
ん
よ
。
私
も
前
に
あ
い

さ
つ
を
し
た
け
ど
、
無
視
さ
れ
た
け

ん
、
あ
の
人
に
は
あ
い
さ
つ
を
し
な

い
方
が
い
い
よ
。」

と
伝
え
ま
し
た
。
私
は
別
に
悪
い
こ

と
を
言
っ
た
つ
も
り
は
な
く
、
た
だ

友
人
に
私
と
同
じ
悲
し
い
思
い
を
さ

せ
た
く
な
か
っ
た
だ
け
で
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
友
人
の
返
事
は
、

「
あ
の
お
ば
あ
さ
ん
は
、
あ
い
さ
つ

を
返
し
て
く
れ
る
よ
。
耳
が
遠
い
け

ん
、
聞
こ
え
て
な
く
て
返
し
て
こ
な

い
時
は
あ
る
け
れ
ど
、
あ
い
さ
つ
を

す
る
時
に
目
線
を
合
わ
せ
て
大
き
い

声
で
言
っ
た
ら
ニ
コ
ッ
と
し
て
く
れ

る
よ
。」

と
い
う
驚
く
内
容
で
し
た
。

　

私
は
、
友
人
か
ら
こ
の
話
を
聞
い

て
か
ら
、
自
分
の
考
え
方
の
間
違
い

に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私

は
、
た
っ
た
一
度
だ
け
あ
い
さ
つ
を

返
し
て
も
ら
わ
な
か
っ
た
だ
け
で
、

お
ば
あ
さ
ん
を
「
あ
い
さ
つ
を
し
な

い
人
」
だ
と
決
め
つ
け
て
い
た
の
で

す
。
私
は
今
ま
で
「
人
を
見
た
目
だ

け
で
判
断
し
て
は
い
け
な
い
。人
は
、

外
見
だ
け
で
な
く
中
身
が
大
切
だ
。」

と
思
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
私

は
自
分
が
大
切
に
し
て
き
た
考
え
と

逆
な
こ
と
を
し
て
い
た
の
で
す
。
お

ば
あ
さ
ん
の
耳
が
聞
こ
え
に
く
い
と

い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
の
に
、
最
初

に
あ
い
さ
つ
を
し
た
時
の
お
ば
あ
さ

ん
の
反
応
だ
け
で
、
お
ば
あ
さ
ん
の

性
格
を
決
め
つ
け
て
い
た
私
は
、
自

分
の
行
動
を
深
く
反
省
し
ま
し
た
。

も
し
か
し
た
ら
、
あ
の
時
も
お
ば
あ

さ
ん
は
、
耳
が
悪
い
た
め
に
私
の
あ

い
さ
つ
が
聞
こ
え
な
か
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え

て
い
る
と
、
お
ば
あ
さ
ん
に
対
す
る

申
し
訳
な
い
気
持
ち
と
、
今
度
会
っ

た
時
は
絶
対
に
あ
い
さ
つ
を
し
て
お

ば
あ
さ
ん
の
笑
顔
を
見
て
み
た
い
と

い
う
思
い
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。

　

私
は
、
あ
い
さ
つ
か
ら
二
つ
の
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
一
つ
は
、「
人

は
差
別
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
な
く

て
も
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
差

別
の
芽
が
伸
び
て
き
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
の
だ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
は
、
お
ば
あ
さ
ん
に
対
し
て
知
ら

な
い
う
ち
に
差
別
を
し
て
し
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
私
は
、
も
っ
と
早
く
自

分
の
差
別
の
芽
に
気
付
い
て
摘
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
人
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
二
つ
目
は
、「
あ
い
さ

つ
は
、
返
し
て
も
ら
う
た
め
に
す
る

の
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
こ
と
は
、
以
前
か
ら
わ
か
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
あ
い
さ
つ

を
返
し
て
も
ら
う
こ
と
が
楽
し
く

な
っ
て
、
初
心
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て

い
た
の
で
す
。

　

最
近
は
、
お
ば
あ
さ
ん
に
出
会
っ

て
い
ま
せ
ん
。
私
の
登
校
時
間
と
お

ば
あ
さ
ん
の
農
作
業
の
時
間
が
ず
れ

て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
今
度

出
会
っ
た
時
は
、
笑
顔
で
明
る
く
あ

い
さ
つ
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
お
ば
あ
さ
ん
と
の
出
会
い
は
、

私
に
大
切
な
人
権
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
友
達
が
泣
い
て
い
て
も
、

見
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。
そ
の
子
の

気
持
ち
が
分
か
ら
ず
に
声
も
か
け
ら

れ
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
時
は
、
ど
う

し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
人
の
気

持
ち
の
中
を
知
る
の
は
と
て
も
難
し

い
。
で
も
、
知
ろ
う
と
す
る
こ
と
は

で
き
た
は
ず
だ
。
私
は
、
先
ず
関
心

を
持
つ
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。次
に
、

想
像
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
た
い
。

気
持
ち
は
見
え
な
い
か
ら
こ
そ
、
想

像
し
、
相
手
に
寄
り
そ
え
る
人
に
な

り
た
い
と
思
う
。
ま
た
、
泣
い
て
い

る
子
を
見
つ
け
た
ら
、
声
を
か
け
て

み
よ
う
。

伊
方
中
学
校　

三
年　

阿
部　

眞
子

「
あ
い
さ
つ
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

平
成
27
年
度　

人
権
作
文
か
ら

伊
方
小
学
校　

六
年　

田
丸　

真
楓

「
私
に
で
き
る
こ
と
」

平
成
27
年
度　

人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら



11 ふれあい  いかた・2016. 4

町
見
野
の
花
句
会

俳
　
句

番
匠
句
会

三
机
句
会

DVD上映会
「 おたのしみ上映会 」
　4月9日（土）　ＤＶＤ上映会を行います。
　今回は、おたのしみ上映会としてリクエストに
応じて上映します。　
　○場　　所　　児遊館内 
　○上映時間　　１回目　１０：００～
　　　　　　　　２回目　１４：００～
※たくさんのお友達の参加をお待ちしています！

工作教室
「 牛乳パックを使っておもちゃをつくろう。 」
　4月23日（土）　午後２時から、工作教室を行
います! 牛乳パックのキューブ4つで6つの絵が
出てくる絵合わせです。 小さなお子様でもかんた
んに出来ます。参加費は無料です。
 
　※写真は、イメージです。

【お問い合わせ】
　伊方町生涯学習センター内　児遊館
　３８－２６６８（内線８５６）

児遊館からのお知らせ児遊館からのお知らせ児遊館からのお知らせ

上　
口　
久　
志

岩　
見　
愛　
子

林　

そ
で
子

川　
縁　
秀　
子

岩
井
フ
ミ
エ

山
内
ウ
メ
コ

井　
上　
敦　
子

得　
能　
悦　
子

橘　
　
　

巧

得　
能　
利　
子

西
山
美
津
子

大　
野　
律　
子

安　
田　
増　
子

長
谷
美
久
仁

髙
地
瑠
美
子

佐
々
木
忠
雄

浅
井
ミ
ド
リ

溝　
口　
明　
美

結　
城　
励　
子

佐
々
木
サ
チ
子

柏
村
ヨ
シ
子

里
に
来
て
花
街
道
に
心
う
つ

火
を
消
せ
ば
梅
ヶ
香
更
に
匂
い

け
り

も
の
の
芽
に
優
し
き
雨
の
上
り

け
り

梅
咲
く
や
お
薄
頂
き
先
ず
一
匂

鍬
入
れ
て
啓
蟄
の
土
蘇
り

梅
一
り
ん
忘
れ
は
す
ま
い
地
震

の
街

泣
く
嬰
を
抱
け
ば
乳
欲
る
春
の

暮海
に
向
き
並
ぶ
雀
の
日
向
ぼ
こ

佐
田
岬
山
の
桜
や
十
三
里

峠
ま
で
山
の
桜
や
朝
の
風

若
布
干
す
浦
一
番
の
働
き
婆

ク
ロ
ー
バ
ー
萌
ゆ
る
畦
道
踏
場

な
し

米
寿
な
り
豆
腐
作
り
や
寒
の
水

温
泉
の
香
る
広
間
の
雛
に
憩
い

た
り

威
し
銃
連
発
鴎
浮
寝
せ
り

早
咲
き
の
花
は
か
し
こ
に
人
目

引
く

セ
ー
タ
ー
を
編
み
込
む
愛
の
深

さ
か
な

湯
に
ひ
た
り
想
い
出
た
ど
る
初

湯
か
な

来
年
も
こ
の
服
着
た
い
と
願
い

つ
つ

通
い
路
の
日
増
に
伸
び
る
蕗
の

薹車
窓
よ
り
ふ
り
む
く
梅
も
ひ
と

き
わ
に

な
い

や
や

ほ

ひ
ま
し

と
う

ゆ
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「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

　

私
は
、
登
校
す
る
時
に
出
会
う
人

た
ち
に
積
極
的
に
あ
い
さ
つ
を
す
る

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
そ
の
理

由
は
、
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
を
楽

し
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら

で
す
。
は
じ
め
は
、
見
知
ら
ぬ
人
に

あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
に
少
し
恥
ず

か
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
地
域
の
方
々
は
、
い
つ
も
笑
顔

で
あ
い
さ
つ
を
返
し
て
く
れ
る
の

で
、私
の
心
は
温
か
く
な
り
ま
し
た
。

人
と
人
が
つ
な
が
る
き
っ
か
け
に
な

る
「
あ
い
さ
つ
」
を
も
っ
と
し
た
い

と
思
う
と
同
時
に
、
楽
し
い
と
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
集
会
の
準
備
で
い
つ
も

よ
り
早
い
時
間
帯
に
一
人
で
学
校
に

行
っ
て
い
る
と
、
遠
く
に
人
影
が
見

え
ま
し
た
。
私
は
、
あ
い
さ
つ
を
す

る
こ
と
は
好
き
で
す
が
、そ
の
時
は
、

一
人
で
登
校
し
て
い
た
の
で
少
し
緊

張
し
ま
し
た
。「
あ
い
さ
つ
を
し
た

ら
気
持
ち
よ
く
な
れ
る
か
ら
、
声
を

か
け
よ
う
。」
と
自
分
に
言
い
聞
か

せ
な
が
ら
人
影
に
近
づ
い
て
い
き
ま

し
た
。
近
づ
い
て
み
る
と
、
そ
こ
に

い
た
の
は
、
見
知
ら
ぬ
お
ば
あ
さ
ん

で
し
た
。
私
は
、
勇
気
を
出
し
て

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
声
を
か
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
相

手
か
ら
の
返
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
お
ば
あ
さ
ん

は
こ
ち
ら
に
目
も
向
け
ず
畑
仕
事
を

続
け
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
日
、
と
て
も
悲
し
い
気

持
ち
で
過
ご
し
ま
し
た
。
あ
い
さ
つ

を
互
い
に
交
わ
す
と
良
い
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。し
か
し
、返
事
が
な
か
っ

た
た
め
に
悲
し
い
気
持
ち
に
な
っ
て

そ
の
日
一
日
を
明
る
く
ス
タ
ー
ト
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
、
こ
の
で
き
ご
と
の
直
後
「
も

う
、
こ
ん
な
嫌
な
思
い
は
し
た
く
な

い
。
こ
れ
か
ら
は
、
あ
の
お
ば
あ
さ

ん
に
は
あ
い
さ
つ
を
し
な
い
よ
う
に

し
よ
う
。」
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の

体
験
は
、
後
で
自
分
の
考
え
の
間
違

い
に
気
付
く
重
要
な
で
き
ご
と
と
な

り
ま
し
た
。　

　

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
経
っ
た
あ
る

日
、
私
は
友
人
と
一
緒
に
登
校
し
て

い
ま
し
た
。
二
人
で
出
会
う
人
に
あ

い
さ
つ
を
し
て
い
る
と
、
ま
た
遠
く

で
人
影
が
見
え
ま
し
た
。
私
は
、
そ

の
人
影
の
見
え
る
場
所
が
先
日
あ
い

さ
つ
を
返
し
て
く
れ
な
か
っ
た
お
ば

あ
さ
ん
と
出
会
っ
た
場
所
だ
っ
た
の

で
、
そ
こ
に
い
る
人
が
あ
の
お
ば
あ

さ
ん
だ
と
す
ぐ
に
分
か
り
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
私
は
友
人
に

「
あ
の
人
は
、
あ
い
さ
つ
を
し
て
も

返
し
て
く
れ
ん
よ
。
私
も
前
に
あ
い

さ
つ
を
し
た
け
ど
、
無
視
さ
れ
た
け

ん
、
あ
の
人
に
は
あ
い
さ
つ
を
し
な

い
方
が
い
い
よ
。」

と
伝
え
ま
し
た
。
私
は
別
に
悪
い
こ

と
を
言
っ
た
つ
も
り
は
な
く
、
た
だ

友
人
に
私
と
同
じ
悲
し
い
思
い
を
さ

せ
た
く
な
か
っ
た
だ
け
で
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
友
人
の
返
事
は
、

「
あ
の
お
ば
あ
さ
ん
は
、
あ
い
さ
つ

を
返
し
て
く
れ
る
よ
。
耳
が
遠
い
け

ん
、
聞
こ
え
て
な
く
て
返
し
て
こ
な

い
時
は
あ
る
け
れ
ど
、
あ
い
さ
つ
を

す
る
時
に
目
線
を
合
わ
せ
て
大
き
い

声
で
言
っ
た
ら
ニ
コ
ッ
と
し
て
く
れ

る
よ
。」

と
い
う
驚
く
内
容
で
し
た
。

　

私
は
、
友
人
か
ら
こ
の
話
を
聞
い

て
か
ら
、
自
分
の
考
え
方
の
間
違
い

に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私

は
、
た
っ
た
一
度
だ
け
あ
い
さ
つ
を

返
し
て
も
ら
わ
な
か
っ
た
だ
け
で
、

お
ば
あ
さ
ん
を
「
あ
い
さ
つ
を
し
な

い
人
」
だ
と
決
め
つ
け
て
い
た
の
で

す
。
私
は
今
ま
で
「
人
を
見
た
目
だ

け
で
判
断
し
て
は
い
け
な
い
。人
は
、

外
見
だ
け
で
な
く
中
身
が
大
切
だ
。」

と
思
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
私

は
自
分
が
大
切
に
し
て
き
た
考
え
と

逆
な
こ
と
を
し
て
い
た
の
で
す
。
お

ば
あ
さ
ん
の
耳
が
聞
こ
え
に
く
い
と

い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
の
に
、
最
初

に
あ
い
さ
つ
を
し
た
時
の
お
ば
あ
さ

ん
の
反
応
だ
け
で
、
お
ば
あ
さ
ん
の

性
格
を
決
め
つ
け
て
い
た
私
は
、
自

分
の
行
動
を
深
く
反
省
し
ま
し
た
。

も
し
か
し
た
ら
、
あ
の
時
も
お
ば
あ

さ
ん
は
、
耳
が
悪
い
た
め
に
私
の
あ

い
さ
つ
が
聞
こ
え
な
か
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え

て
い
る
と
、
お
ば
あ
さ
ん
に
対
す
る

申
し
訳
な
い
気
持
ち
と
、
今
度
会
っ

た
時
は
絶
対
に
あ
い
さ
つ
を
し
て
お

ば
あ
さ
ん
の
笑
顔
を
見
て
み
た
い
と

い
う
思
い
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。

　

私
は
、
あ
い
さ
つ
か
ら
二
つ
の
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
一
つ
は
、「
人

は
差
別
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
な
く

て
も
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
差

別
の
芽
が
伸
び
て
き
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
の
だ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
は
、
お
ば
あ
さ
ん
に
対
し
て
知
ら

な
い
う
ち
に
差
別
を
し
て
し
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
私
は
、
も
っ
と
早
く
自

分
の
差
別
の
芽
に
気
付
い
て
摘
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
人
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
二
つ
目
は
、「
あ
い
さ

つ
は
、
返
し
て
も
ら
う
た
め
に
す
る

の
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
こ
と
は
、
以
前
か
ら
わ
か
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
あ
い
さ
つ

を
返
し
て
も
ら
う
こ
と
が
楽
し
く

な
っ
て
、
初
心
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て

い
た
の
で
す
。

　

最
近
は
、
お
ば
あ
さ
ん
に
出
会
っ

て
い
ま
せ
ん
。
私
の
登
校
時
間
と
お

ば
あ
さ
ん
の
農
作
業
の
時
間
が
ず
れ

て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
今
度

出
会
っ
た
時
は
、
笑
顔
で
明
る
く
あ

い
さ
つ
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
お
ば
あ
さ
ん
と
の
出
会
い
は
、

私
に
大
切
な
人
権
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
友
達
が
泣
い
て
い
て
も
、

見
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。
そ
の
子
の

気
持
ち
が
分
か
ら
ず
に
声
も
か
け
ら

れ
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
時
は
、
ど
う

し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
人
の
気

持
ち
の
中
を
知
る
の
は
と
て
も
難
し

い
。
で
も
、
知
ろ
う
と
す
る
こ
と
は

で
き
た
は
ず
だ
。
私
は
、
先
ず
関
心

を
持
つ
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。次
に
、

想
像
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
た
い
。

気
持
ち
は
見
え
な
い
か
ら
こ
そ
、
想

像
し
、
相
手
に
寄
り
そ
え
る
人
に
な

り
た
い
と
思
う
。
ま
た
、
泣
い
て
い

る
子
を
見
つ
け
た
ら
、
声
を
か
け
て

み
よ
う
。

伊
方
中
学
校　

三
年　

阿
部　

眞
子

「
あ
い
さ
つ
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

平
成
27
年
度　

人
権
作
文
か
ら

伊
方
小
学
校　

六
年　

田
丸　

真
楓

「
私
に
で
き
る
こ
と
」

平
成
27
年
度　

人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら


